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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

御
佛
の
無
量
壽
無
量
光
の
も
と
、
お
元
気
に
て
、
新

春
を
お
迎
え
の
事
と
、
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

皆
様
に
は
西
福
寺
護
持
興
隆
の
為
に
物
心
両
面
に

亘
る
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
有
り
難
く
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

三
年
前
よ
り
粛
々
と
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
『
令
和
の
大
修
復
事
業
』
の
工
事
が
昨
年
の
年
明

け
よ
り
、
本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
四
月
頃
よ

り
御
影
堂
を
ス
ッ
ポ
リ
覆
う
巨
大
な
覆
屋
・
素
屋
根
が

組
み
立
て
ら
れ
ま
す
。
西
福
寺
境
内
の
景
色
も
一
変
し
、

愈
々
大
工
事
が
目
に
見
え
る
形
と
な
っ
て
ま
い
り
ま

す
。 

 

御
影
堂
修
復
工
事
に
引
き
続
き
、
庫
裏
・
大
玄
関

修
復
工
事
（
総
工
費
二
十
八
億
円
）
に
伴
い
、
そ
の

間
に
は
補
助
金
対
象
外
で
あ
り
ま
す
が
、
長
年
懸

念
で
あ
り
ま
し
た
瑞
芳
軒
の
建
て
替
え
工
事
（
約

一
億
円
）
が
必
要
で
す
。 

西
福
寺
の
長
い
歴
史
上
か
っ
て
な
い
大
事
業
で
あ

り
ま
す
れ
ば
、
佛
天
の
ご
加
護
を
信
じ
、
大
願
成
就
を

願
い
、
令
和
の
大
修
復
事
業
完
遂
の
為
、
寺
檀
関
係
者

一
同
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で
邁
進
せ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
檀
信
徒
有
縁
の
皆
様
に
は
、
何
卒
倍
旧
の
ご
理
解 

  

令
和
六
年
は
辰
年
（
十
二
支
の
龍
）。
お
寺
で
龍
の
絵

や
彫
刻
を
し
ば
し
ば
見
か
け
る
よ
う
に
、
龍
は
佛
教
の

守
護
神
で
も
あ
り
ま
す
。
何
で
も
叶
え
て
く
れ
る
と
い

う
「
如
意
宝
珠
」
を
持
っ
て
お
り
、
龍
は
天
高
く
舞
い

上
が
り
、
驚
異
的
な
能
力
を
備
え
て
い
る
と
申
し
ま
す
。 

龍
は
お
釈
迦
さ
ま
の
教
え
に
よ
り
救
わ
れ
、
佛
教
の

守
護
神
と
な
っ
た
八
部
衆
の
一
員
と
し
て
知
ら
れ
て

お
り
、
中
で
も
八
大
龍
王
は
お
釈
迦
さ
ま
が
霊
鷲
山
で

教
え
を
説
か
れ
た
時
、
お
釈
迦
さ
ま
を
守
護
し
て
説
法

を
聞
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
釈
迦
さ

ま
が
お
誕
生
の
さ
い
、
龍
が
甘
露
の
雨
を
降
ら
せ
た
と

言
う
伝
説
も
あ
り
ま
す
。 

龍
は
天
高
く
舞
い
上
が
り
、
人
々
の
災
難
を
除
き
福

を
招
く
聖
獣
と
さ
れ
ま
す
。
私
共
も
、
龍
が
勢
い
よ
く

上
を
目
指
す
が
如
く
、
今
日
よ
り
は
明
日
へ
と
一
歩
で

も
前
進
す
る
よ
う
に
、
成
長
し
飛
躍
で
き
る
よ
う
精
進

し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

三
月
に
は
敦
賀
市
に
新
幹
線
が
開
通
し
ま
す
。
希
望

に
満
ち
た
敦
賀
に
な
る
こ
と
を
願
い
、
更
に
世
界
各
地

の
戦
争
混
乱
の
終
息
の
一
日
も
早
い
こ
と
を
念
じ
、
希

望
に
あ
ふ
れ
、
景
気
回
復
好
転
す
る
平
安
な
良
き
年
で

あ
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

年
が
改
ま
り
、
心
新
た
に
謙
虚
な
心
で
、
余
計
な
理

屈
は
言
わ
ず
、
難
儀
も
お
か
げ
と
噛
み
締
め
て
、
た
だ

口
に
南
無
阿
弥
陀
佛
お
念
佛
一
筋
の
中
に
檀
信
徒
の

皆
様
と
共
に
、
新
た
な
る
日
々
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま

す
。 平

素
の
ご
厚
情
を
深
謝
し
、
皆
様
の
ご
健
勝
ご
多
幸

を
祈
念
申
し
上
げ
、
本
年
も
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し 

 

※

越

の

秀

嶺 

西

福

寺 

勅

願

所 

骨

仏

の

寺 

勝

運

の

寺 

山
主 

二
橋 

信
玄 

と
ご
懇
志
・
引
き
続
き
募
財
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

辰
年
に
願
う 

※徳川御三家・御三卿、越前・会津（松平家）の方がご住職となられた寺は『秀嶺』と呼ばれる。 
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て
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
    

    

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
ご
健
勝
に
て
新
し
い
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
は
寄
付

に
関
す
る
税
の
関
係
が
よ
う
や
く
整
備
さ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
お
り
、
奉
賛
会
の
活
動
を
さ
ら

に
活
発
化
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ

れ
の
お
立
場
で
こ
れ
ま
で
以
上
の
奮
闘
、
努
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

申
す
ま
で
も
な
く
、
今
回
の
西
福
寺
の
建
築

物
の
修
復
は
ひ
と
り
西
福
寺
の
為
だ
け
に
為
さ

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
が
歴
史
的
、
文

化
的
に
貴
重
な
だ
け
で
な
く
、
建
築
史
的
に
も

重
要
で
あ
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
残
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
に
他
な

り
ま
せ
ん
。
即
ち
西
福
寺
の
建
築
物
群
は
、
西

福
寺
や
そ
の
檀
家
さ
ん
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、

敦
賀
市
民
、
福
井
県
民
、
ひ
い
て
は
日
本
国
民

の
貴
重
な
宝
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
も

そ
の
こ
と
は
何
と
無
く
理
解
は
し
て
い
た
も
の

の
、
今
回
奉
賛
会
に
関
わ
ら
せ
て
頂
き
、
具
体

的
な
実
感
と
し
て
理
解
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
少
し
で
も
お
役
に
立

て
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

私
な
ど
は
、
と
も
す
れ
ば
日
常
の
忙
し
さ
に

か
ま
け
て
、
身
近
な
大
切
な
も
の
を
見
過
ご
し
、

忘
れ
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
家
族
、
友

人
な
ど
身
近
に
あ
り
す
ぎ
て
、
特
に
意
識
せ
ず
、

気
づ
か
な
い
け
れ
ど
も
実
は
と
て
も
大
切
な
も

の
で
す
よ
ね
。
気
付
か
な
く
と
も
、
い
つ
も
助

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
身
近
の
範
囲
を
少
し
広
げ

て
み
て
み
る
と
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
古
い
時
代

か
ら
の
芸
術
作
品
、
文
化
財
、
身
近
に
あ
る
古

い
建
築
物
、
旧
鉄
道
路
線
、
古
の
生
活
交
易
道

路
な
ど
、
気
が
つ
い
て
見
れ
ば
な
に
か
ほ
っ
と

す
る
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
先
人
か
ら
の
贈

り
物
で
す
よ
ね
。
し
か
し
一
方
で
効
率
を
重
視

し
、
古
い
も
の
が
新
し
い
も
の
に
ど
ん
ど
ん
変

わ
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
は
そ
れ
で
必
要
な
こ

と
で
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
そ

の
過
程
の
中
で
、
先
人
が
作
り
、
築
き
上
げ
、
伝

え
て
き
た
大
切
な
も
の
を
、
壊
し
、
失
う
こ
と

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
身
近
に
あ
り
過
ぎ
て
、

そ
れ
ら
が
実
は
色
々
と
大
切
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出

し
て
い
る
の
に
気
付
か
ず
、
朽
ち
る
ま
ま
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
も
の
が
私
達
の
身
近
に
多
く
あ

り
ま
す
。
松
島
に
あ
っ
た
大
和
田
別
荘
。
縄
間

の
検
疫
所
。
蓬
莱
町
の
室
氏
の
赤
レ
ン
ガ
住
宅

な
ど
今
は
跡
形
も
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
様
々

理
由
が
あ
っ
た
と
は
思
い
ま
す
が
、
ま
こ
と
に

残
念
な
こ
と
で
す
。
と
は
い
え
赤
レ
ン
ガ
倉
庫

が
改
修
さ
れ
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
旧
北
陸

線
の
赤
レ
ン
ガ
ト
ン
ネ
ル
群
が
廃
線
後
車
道
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
全
国
的
に
注

目
さ
れ
て
お
り
、
な
ん
と
か
先
人
の
遺
産
と
し

て
踏
み
留
ま
っ
て
い
ま
す
。
西
福
寺
建
築
物
群

の
修
復
も
そ
の
大
き
な
流
れ
の
一
つ
と
も
位
置

付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
宗
教
を
越
え
て
多

く
の
方
々
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。 

 

日
本
の
昔
の
美
術
作
品
、
工
芸
品
、
古
民
家

な
ど
今
で
こ
そ
、
そ
の
価
値
が
再
認
識
さ
れ
て

き
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
主
導
し
た
の
は
外

国
人
の
方
々
で
す
。
浮
世
絵
は
米
国
の
美
術
館

が
多
く
の
作
品
を
収
蔵
し
て
い
ま
す
し
、
伊
藤

若
冲
の
日
本
画
の
評
価
を
高
め
た
の
も
米
国
人
。

民
芸
運
動
を
主
導
し
た
の
は
英
国
人
で
し
た
。

ま
た
独
逸
の
方
が
古
民
家
の
再
生
を
し
、
そ
こ

に
日
本
人
が
住
み
古
民
家
村
を
作
っ
て
い
る
な

ど
の
最
近
の
例
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
そ
れ
で

有
難
い
事
で
す
が
、
外
国
の
方
々
に
指
摘
さ
れ

る
前
に
、
先
人
の
残
さ
れ
た
も
の
を
私
達
自
身

が
正
し
く
評
価
す
る
力
を
養
っ
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。
西
福
寺
の
修
復
奉
賛
会
活
動
が
そ
う

い
う
拡
が
り
を
持
つ
も
の
に
な
れ
ば
と
期
待
し

ま
す
。 

 

西
福
寺
の
建
築
物
群
は
国
の
重
要
文
化
財
、

即
ち
日
本
全
体
の
宝
と
の
指
定
を
受
け
て
お
り
、

従
っ
て
修
復
に
は
多
大
な
国
費
が
投
入
さ
れ
、

西
福
寺
に
も
そ
れ
相
当
の
負
担
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
お
寺
単
独
で
は
無
理
が
あ
り

ま
す
。
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
西
福
寺
の

修
復
は
先
に
記
し
た
如
く
、
文
化
財
保
護
、
保

存
活
動
の
意
味
が
大
き
い
と
考
え
ま
す
。
従
っ

て
西
福
寺
の
関
係
者
の
み
な
ら
ず
多
く
の
方
々

に
浄
財
を
寄
進
し
て
頂
く
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
寄
進
し
て
頂
く
方
が
拡
大
し
、

寄
進
額
が
目
標
を
達
す
る
べ
く
、
力
を
合
わ
せ

て
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

私
た
ち
が
残
す
日
本
の
宝 

  

西
福
寺
文
化
財 

修
復
事
業
奉
賛
会 

副
会
長 

川
上 

究 

（
川
上
医
院 

院
長
） 
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和
の
大
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福
井
県
地
域
お
こ
し
協
力
隊
ご
紹
介 

 

県
外
出
身
の
山
本
恵
さ
ん
が
、
福
井
県

の
宝
と
し
て
の
西
福
寺
と 

大
安
寺
の
発
信
を
軸
に
活
動 

さ
れ
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願 

い
致
し
ま
す
。 
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事 

務 

員 

髙
木 

毅 

奥
井 

隆 

川
上 

究 
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池
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朋
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正
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宏
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光
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好
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河
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一
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正
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保
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範
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加
藤 
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二 
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知
加
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賀
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應
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岸
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寺
様 

浄
土
院 

村
瀬
良
法
様 

浄
土
院
様 

隨
應
院
様 

慶
林
院
様 

竹
澤
絹
代
様 

光
野 

稔
様 

泉
蔵
寺 

岡
村
裕
治
様 

定
吉
様 

一
万
円 

六
万
円 

八
万
円 

十
万
円 

五
十
万
円 

百
万
円 

五
万
円 

四
十
万
円 

五
十
万
円 

百
万
円 

一
万
円 

五
十
万
円 

二
十
万
円 

一
万
円 

五
十
万
円 

一
万
円 

一
万
円 

五
万
円 

十
万
円 

一
万
円 

※
右
、
御
芳
名
を
記
し
、
西
福
寺
修
復
事
業
に
充
当
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ご
寄
進
者
に
対
し
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

※
直
檀
家
様
以
外
の
方
で
、
寺
務
所
に
ご
持
参
く
だ
さ
っ
た
方
と
、
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
振
込
の
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
何
卒
ご
理
解

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。（
直
檀
家
様
は
未
掲
載
） 

九
月
十
日 

十
月
二
十
四
日 

十
月
三
十
日 

十
月
三
十
一
日 

十
月
三
十
一
日 

十
一
月
七
日 

十
一
月
九
日 

十
一
月
九
日 

十
一
月
九
日 

十
一
月
九
日 

十
一
月
十
七
日 

十
一
月
十
七
日 

十
一
月
十
七
日 

十
一
月
十
七
日 

十
一
月
十
七
日 

十
一
月
十
八
日 

十
一
月
十
九
日 

十
一
月
二
十
五
日 

十
一
月
二
十
七
日 

十
一
月
二
十
八
日 

       

 
西
福
寺
修
復
事
業
積
立
金
寄
進
者
御
芳
名
（
七
回
目
掲
載
） 

敦
賀
市
市
野
々
町 

敦
賀
市
本
町 

山
形
県
山
形
市 

愛
知
県
名
古
屋
市 

敦
賀
市
櫛
川 

滋
賀
県
大
津
市 

敦
賀
市
新
和
町 

福
井
市
足
羽 

敦
賀
市
野
神 

埼
玉
県
白
岡
市 

京
都
府
伏
見
区 

大
阪
府
岸
和
田
市 

愛
知
県
豊
田
市 

滋
賀
県
東
近
江
市 

京
都
府
伏
見
区 

石
川
県
金
沢
市 

滋
賀
県
東
近
江
市 

滋
賀
県
東
近
江
市 

滋
賀
県
甲
賀
市 

愛
知
県
豊
田
市 

二
ツ
矢
弘
子
様 

 

森
越 

優
様 

専
念
寺 

佐
藤
康
正
様 

本
田
幸
江
様 

倉
田
房
雄
様 

雲
住
寺 

井
野
泰
雄
様 

松
本
幸
太
郎
様 

瑞
源
寺 

花
房
禅
佑
様 

谷
口
雅
弘
様 

江
越 
眞
様 

阿
弥
陀
寺 
岩
井
正
道
様 

浄
光
寺 

漆
原
秀
平
様 

八
木
哲
也
様 

西
誓
寺 

奥
村
照
真
様 

天
然
寺 

城
平
賢
宏
様 

三
国
千
秋
様 

正
福
寺 

関 

正
見
様 

匿
名
の
方 

匿
名
の
方 

今
井
菊
平
様 

 

五
万
円 

三
千
円 

五
万
円 

二
万
円 

五
千
円 

二
十
万
円 

一
万
円 

十
万
円 

五
万
円 

五
万
円 

一
万
円 

十
万
円 

五
万
円 

一
万
円 

十
万
円 

一
万
円 

一
万
円 

五
万
円 

三
万
円 

三
万
円 

 

Ｒ
四
年
七
月
二
十
一
日 

八
月
三
十
一
日 

十
月
三
十
一
日 

十
一
月
一
日 

十
一
月
二
十
六
日 

Ｒ
五
年
一
月
十
日 

 
 

 

一
月
十
一
日 

 
 

 

一
月
二
十
七
日 

 
 

 

二
月
三
日 

六
月
三
十
日 

八
月
二
十
三
日 

九
月
八
日 

九
月
十
三
日 

九
月
十
五
日 

十
月
二
日 

十
月
十
九
日 

十
月
二
十
三
日 

十
月
三
十
一
日 

十
一
月
九
日 

十
一
月
二
十
一
日 

   

      

謹 

賀 

新 

年 
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【各
種
教
室
の
ご
紹
介
】 

◎
書
道
教
室 

月
二
回
・週
末
講
師 

井
上
白
紗 

一
回 

千
円 

◎
ヨ
ガ
教
室 

第
二
・
四
金
曜 

講
師 

川
島
香 

一
回 

千
円 

 

持
ち
物 

ヨ
ガ
マ
ッ
ト 

◎
華
道
教
室 

第
二
・四
木
曜
講
師 

甫
里
定
榮 

 

月
謝 

二
千
円 

花
代 

各
千
円 

   
一
月
一
日
㈪
午
後
二
時
～
阿
弥
陀
堂 

 

二
月
三
日
㈯
午
前
十
時
～ 

仮
御
堂 

 

二
月
二
十
四
・
二
十
五
日
（土
・
日
） 

県
の
特
別
事
業
で
す 

詳
細
は
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す 

 

三
月
三
日
㈰
午
後
二
時
～ 
仮
御
堂 

 

三
月
彼
岸
中 

今
後
の
行
事
予
定 

  

【除
夜
の
鐘
】 

  

【修 

正 

会
】 

 

【開 

山 

忌
】 

 

【特
別 

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
】 

  

【法
話
の
会
】 

 

【春 

彼 

岸
】 

           

寺
務
所
通
信 

※
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
に
よ
り
各
法
要
行
事
等
の
変
更
が
あ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
西
福
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
合
わ
せ
て
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

                                          

    
 

編
集
兼
発
行
人
・
二

橋

信

玄 

発
行
所
・
敦
賀
市
原
十
三-

七 

西
福
寺
寺
務
所 

電 

話
・（
０
７
７
０
）
２
２-

３
９
２
６ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
・（
０
７
７
０
）
２
２-

４
９
８
９ 

メ
ー
ル
・sa

iaf
uku

ji@
clo

ck.
ocn

.ne
.jp 

【各種教室】 

 

  

◎
ヨ
ガ
教
室
：川
島
香 

第
二
・
四
金
曜 

一
回
千
円 

 

◎
華
道
教
室
：
甫
里
定
榮 

第
二
・
四
木
曜 

月
謝
二
千
円 

花
代
各
千
円 

 

◎
書
道
教
室
：
井
上
白
紗 

月
２
回
週
末 

一
回
千
円 

 
作
：
松
尾
佑
一 

十
二
月
三
十
一
日
㈰
午
後
十
一
時
～ 

一
〇
八
で
終
わ
り
ま
す 

西
福
寺
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
変
わ
り
ま
し
た
。 

福
井
新
聞
掲
載
１
１
月
１
４
日 

観
光
庁
・
国
交
省
が
進
め
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
対
応 

二
重
に
虹
が
か
か
っ
た
後
に
池
に
も
映
り
込
ん
で
輪

に
見
え
る
瑞
兆 

１
０
月
１
０
日 

隨應院檀信徒の皆様と 11 月 17日 

滋賀教区寺庭婦人会の皆様と10月 30日 修復工事関係者定例打合せ 
11月 29日 

西
福
寺 

 
 

ラ
イ
ン 

奉
賛
会 

 
 

イ
ン
ス
タ 


